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! キャンパスニュース "

平成１３年５月１日現在学生数
―学部学生１５，５４９人、大学院学生１１，４４８人、研究生等

９３１人―

本学では、毎年５月と１１月の年２回、同月１日現在の学
生数を調査し「学内広報」に掲載している。本年５月１
日現在の学生数は次のとおりである。
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! 一般ニュース "

平成１３年度（第４９回）学内レガッタ開催される

６月９日（土）、梅雨の合間の晴天に恵まれた戸田オ
リンピックボートコースにおいて、学内レガッタが開催
された。
学内レガッタは、「ナックル・フォア」の艇を使用し

て行われ、コックス（漕艇部員）の掛け声に、４人がい
かに声を合わせるかが勝敗の行方を左右する。
今回は参加チームが、１６チームと少なかったが、各

レースとも白熱した競争が繰り広げられた。また、同時
進行でエルゴメーター記録会（個人の漕ぐ力を計測する
機械を使用し、１人が１分間に何m漕げるかを競う）も
行われ、腕自慢の参加者が多数参加していた。
なお、優勝は「野獣組Ｂ」が飾り、賞状、メダル及び

賞品が授与された。

（学生部）

１．レース結果

順 位 チ ー ム 名

優 勝 野 獣 組 Ｂ

準 優 勝 力 う ど ん

第 ３ 位 ゆ る き ん

第 ４ 位 ボ ー ト 部 Ｃ

第 ５ 位 ボ ー ト 部 Ｆ

※決勝レースは、ボート部艇には人二人をプラスし、ス
タート位置を１００m後方にずらすハンディが課された。

２．エルゴメーター記録会結果

順 位 氏 名 記 録

優 勝 河合 敬介 ３３７m

▲スタート地点へ向かう選手達

２００１．６．２７ №１２１７
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! 部局ニュース "

植物園で学生・教職員の交歓会が開かれる

大学院理学系研究科・理学部では、春の恒例行事と
なっている学生と教職員の交歓会が、５月２１日（月）小石
川の理学系研究科附属植物園において開催された。
当日は天候にも恵まれ爽快な初夏の気配が漂う緑織り

なす広大な園内に約５５０人の学生・教職員が参集した。
佐藤研究科長並びに邑田植物園長の挨拶があり、岡村

評議員の発声で交歓会が開催された。
学生・教職員はもとより名誉教授にもご参加いただき、

芝生には飲み物などを手に語り合う懇親の輪がいくえに
も広がり、植物園の誇る自然を満喫しつつ和気藹々とし
た楽しい一時を過ごした。

（大学院理学系研究科・理学部）

第２８回医科研シンポジウム開催される

６月１日（金）午後、医科学研究所講堂において、恒例
の創立記念シンポジウムが開催された。前日まで降って
いた雨があがり、当日は晴天となった。
２１世紀の出発となる今年は「２１世紀の医科学」という
テーマでシンポジウムが構成された。医科学研究所の研
究方向は外因から内因性疾患へ、宿主・病原体ゲノム相
互作用と易感染性、個体発生と高次機能の形成、に向
かっており、その方向から講演が行われた。まず、新井
賢一医科学研究所長の開会の辞に続き、神戸大学大学院
医学系研究科（当研究所基礎医科学大部門併任）の真鍋
俊也教授による「シナプス可塑性の分子機構」、当研究
所幹細胞シグナル分子制御（アムジェン）寄付研究部門
の横田崇客員教授による「幹細胞の自己複製シグナル制
御」、当研究所ヒトゲノム解析センター長の中村祐輔教
授による「cDNAマイクロアレーによる病態解析」、休
憩をはさんで当研究所感染・免疫大部門の高津聖志副所
長による「免疫システム作動の分子機構」、最後に当研
究所先端医療研究センターの田原秀晃教授による「癌遺
伝子治療の現状と展望」について、各 ４々０分間にわたる
講演と議論が行われた。
真鍋教授からシナプス可塑性の分子機構について、

ノックアウトマウスを使った細胞接着分子の果たす役割
や脳高次機能制御に関しての研究が紹介され、横田客員

教授が幹細胞の自己複製シグナル制御の研究成果と今後
の再生医療に結びつくヒトES細胞を制御する技術の開
発にあたりシグナル伝達系解明の必要性を述べられた。
中村教授から発現情報解析に基づく新規抗癌剤開発のた
めの標的分子の単離、病態発症機構へのアプローチ、予
測診断法の確立などの研究が紹介された。高津教授から、
免疫システム作動の分子機構について、感染・免疫大部
門での研究を含め最近の知見と将来展望が紹介され、最
後に、田原教授から、癌に対する免疫遺伝子治療に関し
ての基礎的および臨床的研究の紹介と安全で有効な治療
法の確立までに解決すべき問題の提示がなされた。
講演会場の医科学研究所講堂は、医科学研究所の諸先

輩および所内外から多数の方々で満席となり、立って講
演を聴くものが多数でるほど盛況であった。本講堂は、
もはや医科学研究所の活動には小さすぎることが実感さ
れた。
また、創立記念シンポジウムに先立って、５月３１日

（木）～６月１日（金）の２日間、ポスターによる研究成果
発表会がアムジェンホールで開催された。２００名に及ぶ
人が出席し、その出席者の投票により最優秀ポスターが
３点選ばれた。シンポジウム終了後は恒例の野外パー
ティーが行なわれ、最優秀ポスターの表彰の後、佐々学
第１３代及び１４代伝染病研究所長の乾杯で、２０世紀から２１
世紀にまたがる医科学研究所の創立を祝った。本研究所
は、１９６７年６月１日の伝染病研究所から医科学研究所へ
の改組から数えて３４年、研究所創立１０９周年を迎えた。

（医科学研究所）

▲研究成果発表会Best Posters表彰

▲開会の辞を述べる新井所長

№１２１７ ２００１．６．２７
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! 掲示板 "

スポーティア（保健体育寮）の利用案内

運動会で運営しているスポーティア（保健体育寮）は、
学生・教職員・卒業生とその家族が一泊１，５００円※～と
いう格安料金で利用できる宿泊施設です。すぐ裏手が海
水浴場になっているスポーティア戸田、谷川岳を望み温
泉もあるスポーティア谷川、南伊豆の楽園・スポーティ
ア下賀茂、山中湖畔でスポーツが満喫できるスポーティ
ア山中、文明から離れることのできるスポーティア乗鞍、
とバリエーションも豊かです。
特に、乗鞍山麓の秘境・スポーティア乗鞍は夏だけし

か利用できませんので、この機会を逃さないで行ってみ
ましょう。
旅行に、研究室やサークルの合宿に、是非ともご利用

ください。
※１，５００円は学生の場合です。また、食費は別にかか
ります。 （３食で１，４００円）

Ⅰ．申し込み場所・時間
本 郷：御殿下記念館モール階運動会受付窓口

月曜日～金曜日 ９：３０～１２：００
１３：００～１６：００

駒 場：教養学部学生課課外活動掛（４番窓口）
月曜日～金曜日 ９：００～１２：３０

１３：３０～１６：３０
Ⅱ．運営費、食費及び国有財産使用料等
運営費（宿泊費、１泊）
・学生・院生 １，５００円
・教 職 員 １，８００円

!
#
"
#
$

各自運動会員になる
必要があります。
（学生を除く）・卒 業 生 １，９００円

・家族（４歳以上） ２，０００円
食 費
・朝 食 ３５０円
・昼 食 ４００円
・夕 食 ６５０円
その他
・院生、教職員、卒業生は運動会に入会願います。
・運営費及び宿泊第１日目の夕食費を、利用日の１０日
前までに入金願います。

Ⅲ．開寮期間と申し込み期間

夏期特別開寮
・開寮期間

戸 田 ７／２７～８／２０
下賀茂 ７／２４～８／２３
乗 鞍 ７／２７～８／２３
山 中 ７／２５～８／２６

・受付期間
学生・教職員の利用 ６／１８～
学生・教職員とその家族の利用 ６／２５～
卒業生と家族の利用 ７／３～

・定休日なし
・通常期に比べ定員増加
※最終日は入寮できません。なお、スポーティア谷川
は通常どおり開寮しております。

通常開寮
・水、木は定休日
・受付期間は前月の１日から

Ⅳ．問い合わせ先
学生部学生課体育第一掛（内線：２２５０９～２２５１１）

（学生部）

平成１３年度（第４０回）国立七大学総合体育大
会が開幕

国立七大学総合体育大会は、北海道、東北、東京、名
古屋、京都、大阪、九州の各大学の体育会運動部が開催
場所及び時期を統一して行う大会で、国立大学学生の運
動レベルの向上、学生による自主運営、七大学間の親睦
等を基本理念に掲げ、各大学の輪番制で毎年開催されて
います。
今年度の第４０回大会は本学が主管校として開催され、

下表のとおり競技が行われる予定です。
なお、冬季競技であるアイスホッケー（４位）、春季

競技である航空（３位）、馬術（２位）はすでに競技を
終えていて、本学の現在の総合順位は２位となっていま
す。
また、すべての会場は入場無料となっていますので、

お近くにお寄りの際には競技会場まで足を運んでいただ
き、熱い戦いを観戦いただきたいと思います。

２００１．６．２７ №１２１７
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第１６回工学部・工学系研究科技術発表会のお
知らせ

工学部・工学系研究科では技術系職員が教育・研究に
関わる技術業務を遂行する過程で得られた成果を発表し、
そのレベルをより一層高めるための相互研鑽の場として、
本年度も「工学部・工学系研究科技術発表会」を下記に

より開催いたします。
聴講制限はありません。より多くのみなさまの聴講を

希望いたします。なお、技術発表会については工学部・
工学系研究科のホームページでご覧いただけます。
http：／／www.t.u―tokyo.ac.jp／news
日時 ７月１７日（火）１０時開会
会場 工学部１号館１５号講義室（１階）

平成１３年度（第４０回）国立七大学総合体育大会 競技日程及び会場

平成１３年６月１１日現在

競技種目等 競 技 日 程 競 技 会 場 等

ヨ ッ ト ７月６日（金）～７月８日（日） 八景島シーパラダイス

柔 道 ７月２０日（金）～７月２２日（日） 東洋大学道場

応 援
７月２０日（金）～７月３０日（月）

上記期間のうち２８日（土） 安田講堂（七大学合同演舞演奏会）

剣 道 ７月２１日（土）～７月２２日（日） 駒場第１体育館・第２体育館

水 泳 ７月２１日（土）～７月２２日（日） 国士舘大学プール

空 手 ７月２２日（日） 御殿下記念館

硬 式 庭 球 ７月２２日（日）～７月２６日（木） ららぽーとテニスクラブ

軟 式 庭 球 ７月２４日（火）～７月２７日（金） 駒沢総合運動場

バスケットボール
７月２４日（火）～７月２９日（日）

上記期間のうち２５日（水）
駒沢総合運動場
大森スポーツセンター

卓 球 ７月２５日（水）～７月２９日（日） 駒場第１体育館

洋 弓 ７月２７日（金）～７月２９日（日） 検見川総合運動場第５サッカー場

少 林 寺 拳 法 ７月２８日（土）～７月２９日（日） 駒場第１体育館

陸 上
７月２８日（土）
７月２９日（日）

駒場第一グラウンド
大井陸上競技場

フ ェ ン シ ン グ ７月２８日（土）～７月２９日（日） 大阪大学体育館

ハ ン ド ボ ー ル
７月２８日（土）
７月２９日（日）～８月２日（木）

御殿下記念館
駒沢総合運動場

硬 式 野 球
７月２９日（日）～７月３１日（火）
８月 １日（水）

硬式野球場
東京ドーム

準 硬 式 野 球 ７月３０日（月）～８月２日（木） 八王子・上柚木野球場

女 子 ラ ク ロ ス ７月３０日（月）～８月４日（土） 検見川総合運動場アメリカンフットボール場

バ レ ー ボ ー ル
７月３１日（火）～８月３日（金）
８月４日（土）

駒沢総合運動場
御殿下記念館

バ ド ミ ン ト ン ７月３１日（火）～８月５日（日） 駒場第１体育館・第２体育館

弓 術 ７月３１日（火）～８月５日（日） 本郷育徳堂

ゴ ル フ ８月１日（水）～８月３日（金） 新千葉C.C.

自 動 車 ８月２日（木）～８月５日（日） 浅間台スポーツランド

体 操 ８月３日（金）～８月５日（日） 越谷市立総合体育館

開 会 式 ７月２０日（金） 安田講堂

閉 会 式 ８月５日（日） 御殿下記念館

（学生部）

№１２１７ ２００１．６．２７
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内容 特別講演、オーガナイズドセッション「化学生命
系 未来への展望」、口頭発表、ポスター発表

特別講演「技術移転と技術導入―明治期の技術―」
１４：３０～１５：３０
鈴木博之（建築学専攻・教授）

問い合わせ先：工学系研究科総務課厚生掛気付
技術発表会実行委員会（内線２６０１９）

（大学院工学系研究科・工学部）

大学院情報理工学系研究科の学生募集について

なお、入試説明会が次のとおり開催される
日時：平成１３年７月７日（土）午後２時より
場所：工学部６号館３階セミナー室AB

The８th East Asian Joint Symposium on Bio-
medical Research開催のお知らせ

医科学研究所では、来たる７月１６日（月）、１７日（火）の
両日に渡り、医科学研究所講堂にてThe８th East Asian
Joint Symposium on Biomedical Researchと題する公開
シンポジウム（無料）を開催いたします。本シンポジウ
ムは、日本から医科学研究所（IMSUT）の他に京都大
学ウイルス研究所（IVR）、また韓国からはInstitute for
Molecular Biology and Genetics, Seoul National Univer-

sity（IMBG），Samsung Biomedical Research Institute,
Sungkyunkwan University College of Medicine

（SBRI）、中国上海からInstitute of Biochemistry and

Cell Biology, Academia Sinica （IBCB）が参加します。
多数のご臨席をお待ちしております。

７月１６日（月）０９：００―１７：３０
０９：００―０９：１０ Opening Remarks and Greetings

０９：１０―１０：１０ Session１：Signal Transduction
Jaekyoon Shin（SBRI）, Jianguo Song
（IBCB）

１０：３０―１２：００ Session２：Immunology
Junji Yodoi（IVR）, Rho Hyun Seong
（IMBG）, Bing Sun（IBCB）

１３：１５―１５：１５ Session３：Genome and Molecular Bi-
ology

修士課程及び博士課程の募集要項は、情報理工学系研究科の事務室及び各専攻事務室で配付中である。

平成１４（２００２）年度東京大学大学院情報理工学系研究科修士課程及び博士課程の入学試験は、次のとおり実施される。
１．修士課程（１６７名）

専 攻 名 出願受付期間 試 験 期 日 備 考

コンピュータ科学
数理情報学
システム情報学
電子情報学
知能機械情報学

平成１３年
７月１６日（月）～

７月２３日（月）

平成１３年
８月２７日（月）～

９月３日（月）

時間割及び試験会場につい
ては、各専攻の案内書を参
照すること。

※出願受付については７月２３日（月）までの消印があり、かつ７月２５日（水）までに到着したものまで有効

２．博士課程（６４名）

専 攻 名 出願受付期間
試 験 期 日

第１次試験 第２次試験

数理情報学
システム情報学
電子情報学
知能機械情報学

平成１３年
７月１６日（月）～

７月２３日（月）

平成１３年８月２７日（月）～
９月３日（月）

時間割及び試験会場につい
ては、各専攻の案内書を参
照すること。

原則として平成１４年２月上
旬～中旬。
試験期日等は第１次試験合
格者に通知する。

コンピュータ科学
平成１４年
１月８日（火）～

１月１１日（金）

本学理学系研究科情報科学専攻において平成１４年３月３１
日までに修士の学位を得る見込みの者については、別に
定める。その他の者については、平成１４年２月５日（火）
～７日（木）

※出願受付については、コンピュータ科学専攻は、１月１１日（金）までの消印があり、かつ１月１６日（水）までに到着した
ものまで有効、他の専攻については、７月２３日（月）までの消印があり、かつ７月２５日（水）までに到着したものまで有効
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Kenta Nakai（IMSUT）, Boliang Li
（IBCB）, Koreaki Ito （IVR）, Choo
Bong Hong（IMBG）

１５：３０―１７：３０ Session４：Cancer
Tadashi Yamamoto（IMSUT）, Joo―
Bae Park （SBRI）, Mujun Zhao

（IBCB）, Yoshiaki Ito（IVR）

７月１７日（火）０９：００―１７：３０
０９：００―１０：００ Session５：１２ Student Presentations

（I）
１０：１５―１１：２０ Session６：１３ Student Presentations

（II）
１１：２０―１２：３０ Poster Session at Amgen Hall

１３：１５―１５：１５ Session７：Neurobiology
Katsuhiko Mikoshiba （ IMSUT）,
Sungkwon Chung（SBRI）, Naihe Jing
（IBCB）, Bong―Kiun Kaang（IMBG）

１５：３０―１７：３０ Session８：Developmental Biology
Ryoichiro Kageyama（IVR）, Jun―Mo
Yang（SBRI）, Hajime Tei（IMSUT）,
Kunsoo Rhee （IMBG）

詳細については、http：／／www.ims.u―tokyo.ac.jp／
imswww／index―j.htmlをご覧下さい。

問い合わせ先：医科学研究所
渡辺すみ子 Tel ０３―５４４９―５６６０
松井 紀依 Tel ０３―５４４９―５２０１

社会情報研究所・ソウル大学言論情報研究所
合同プログラム

社会情報研究所とソウル大学言論情報研究所は、これ
まで長年にわたって相互の人的・学問的交流を重ねてき
ましたが、特に１９９６年から毎年、開催地を日韓交互に移
して日韓合同セミナーを開催してきています。今年はと
くに、７月６日（金）に第５回合同セミナーを「日韓のコ
ミュニケーション」と題して開くことに加え、翌７月７
日（土）には、「東アジアのジャーナリズムとジャーナリ
スト」と題し、昨今、様々な形で問題が深刻化している
ジャーナリズムとジャーナリスト教育をテーマしたワー
クショップを下記の通り開催します。
この日韓の合同プログラムは、社会情報研究所の国際

研究交流事業の重要な柱のひとつをなすもので、グロー
バル化のなかでの日韓コミュニケーションやメディア状
況、そしてジャーナリズムとジャーナリスト教育に、日
韓の２つの研究所がどのように取り組もうとしているの
か、今日、情報とメディア、コミュニケーションをめぐ
る新しい状況のなかで、東アジアの大学人、ジャーナリ
ストが協力しあいながら何ができるのかを真摯に追究し
ていく機会にしたいと考えております。こうした私たち
の志をご理解いただき、どうか多数の関心ある方々にご
参加いただきたく、ここにご案内申し上げます。

１．日韓合同セミナー「日韓のコミュニケーション」
日 時：２００１年７月６日（金）

１３：００～１８：００（１２：３０開場）
場 所：学士会分館６号室（東京大学本郷キャンパス隣）
主 催：東京大学社会情報研究所、ソウル大学言論情報

研究所
司 会：杉山光信（東京大学社会情報研究所教授）
基調報告
車培根Cha, Bae Keun
（ソウル大学言論情報研究所教授・同研究所前所長）
姜尚中（東京大学社会情報研究所教授）

コメント
梁承穆Yang, Seung Mock
（ソウル大学言論情報研究所教授）
姜明求Kan, Myung Koo
（ソウル大学言論情報研究所所長）
吉見俊哉（東京大学社会情報研究所教授）

ディスカッション
通 訳：日本語・韓国語
問い合わせ：東京大学社会情報研究所 松村啓子

０３―５８４１―５９３９（火木金曜日 １０：３０～１６：３０）
e―mail：matumura@isics.u―tokyo.ac.jp（松村）

２．ワークショップ「東アジアのジャーナリズムと
ジャーナリスト―状況・意識・教育」

日 時：２００１年７月７日（土）
１３：３０～１７：００（１３：００開場）

場 所：東京大学本郷キャンパス 法文２号館 ２番大
教室

主 催：東京大学社会情報研究所・国際ジャーナリズム
研究センター準備室

問題提起
姜明求Kan, Myung Koo
（ソウル大学言論情報研究所所長）
花田達朗（東京大学社会情報研究所教授）

コメント
車培根Cha, Bae Keun
（ソウル大学言論情報研究所教授・同研究所前所長）
李秉!Lee, Byung Sun
（文化日報、The Munhwa Ilbo）

隈元信一（朝日新聞学芸部次長）
野中章弘（アジアプレス・インターナショナル代表）

ディスカッション
通 訳：日本語・韓国語
※事前申込不要（直接会場にいらして下さい）

問い合わせ：東京大学社会情報研究所 松村啓子
０３―５８４１―５９３９（火木金曜日 １０：３０～１６：３０）
e―mail：matumura@isics.u―tokyo.ac.jp（松村）
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! 訃 報 "

鎌田 茂雄 名誉教授

本学名誉教授鎌田茂雄先生は、
５月１２日（土）、ご病気のために逝
去されました。享年７３歳でした。
先生は昭和２年に鎌倉市でお生

まれになり、昭和２６年３月、駒沢
大学文学部仏教学科を卒業後、昭
和２８年５月に東京大学大学院人文
科学研究科印度哲学専門課程に進
学し、昭和３３年３月まで在籍されました。その後、昭和
３３年４月、東京大学東洋文化研究所助手に就任され、昭
和４０年４月に同講師に昇任されたのち、昭和４４年５月に
助教授、昭和４９年に教授に昇任され、昭和６３年３月に東
京大学を停年退官され、その間、中国を中心とする東ア
ジアの仏教の研究と教育とに専念されました。停年退官
後は、昭和６３年から愛知学院大学教授として、また平成
９年からは国際仏教学大学院大学教授として、続けて多
くの後進の育成に努められました。
先生は、主として中国仏教史および中国仏教の周辺諸

地域への伝搬と受容に関して、文献研究と現地調査研究
とに、まさに超人的なご研究をすすめられ、９０冊を超え
る単行著書と、５００点以上にのぼる学術論文という驚異
的で膨大な著作を遺されました。その研究は早くから学
界に認められ、昭和３７年に日本印度学仏教学会賞、昭和

４０年に日本宗教学会賞を受賞したほか、昭和５１年６月に
は、『宗密教学の思想史的研究』によって日本学士院賞
を授与されました。また、先生は専門的な研究書の他に
も、『仏陀の観たもの』をはじめとする多くの一般書に
よって仏教思想の普及にも大いに努められ、その功績に
より昭和５６年には仏教伝道文化賞を受賞されました。さ
らに、昨年４月に勲三等旭日中綬章を受章されました。
先生は、また我が国の学会活動にも大きな足跡を残さ

れただけでなく、中華人民共和国との国交回復直後より、
中国社会科学院世界宗教研究所との交流を積極的に進め、
日中仏教学術会議を主催し続け、日中の学術交流に多大
な貢献をされ、中国社会科学院より名誉教授の称号を授
与されています。
先生はご健康にも気を遣われ、５０歳を過ぎて始められ

た合気道で鍛えられたお身体はとてもお若く、ライフ
ワークのひとつである『中国仏教史』全８巻も間もなく
完成されるものと信じておりました。先生の学問とお人
柄に魅了されていた私どもは、先生のあまりに突然な訃
報に接し、痛惜の念に耐えません。
先生のご功績とご人徳を偲び、謹んでご冥福をお祈り申
し上げます。

（東洋文化研究所）

! 噴水 "

構内での障害者の安全を守ろう

最近構内のあちこちに視覚障害者のための黄色で凸形の
ついた誘導板がとりつけられた。先端研で障害者のスタッ
フが採用されたことと共に，大学の内部に多様な人的要素
をとり入れ、いろいろな人の間の討論を促進する方向にむ
けた大きな前進として評価したい。
しかし、その後の現実をみると一概に楽観を許さない状
況が続いている。試みに目隠しをし、白杖をついて擬似体
験をしてみたらどうだろう。誘導板にした
がって歩けば、いたる所で自転車などの障
害物につき当る。これでは誘導板が却っ
て障害者の安全を脅かすことになる。こ
の状況を少しでも是正するため私自身
腰痛を警戒しながら毎日誘導板上の
自転車を移動する作業を続けているが、
オートバイの場合には若い人に頼むほ
かはない。自動車となればお手上げであ
る。濱尾銅像の向い側の坂道などは、とて
も一人の力では動かしきれない数に上ってい
る。どうしても『学内広報』読者各位の協力を得て、この
事態を改善するほかはないと考え、この場をかりて訴える
ことにした。
こうした訴えに対して、東大の構内には障害者は実際に
殆どいないではないかという人がいるかもしれない。私は
それだからこそ障害者が安心して入ってこられる条件を作
り、日常的にその人たちと接触できる機会をふやすように

すべきだと思う。というのは、私が訪れた欧米の１０以上の
大学と比べてみると東大ほど障害者を構内でみかけること
の少ない所はないといえるからである。
もう１８年前のことになるが私は『学内広報』６１３号（８３
年１０月３日）の「淡青評論」で自動車の入構制限のために
遮断機をつけることと、各門を入ったところに障害者用手
洗い所の所在を示す掲示をすることを提案した。遮断機の

方はその後、すぐ実現したが、第二の提案に
は今日に至るまで反応がない。実はそのと
きも提案理由として「毎日一度は障害者
のことを考えるようにするため」と書い
た。
誘導板や障害者用手洗い所の表示

などは、一見小さなことのように思わ
れるかもしれないが、私は東大のあり
方そのものにもかかわる重大な意味を持
つと考える。それは東大が社会的に不利な
状況にある障害者を適者生存の社会進化論的

信条によって切り捨てて意に介しないエリートを生み出す
場となるか、社会的に不利な立場にある他者に人間的理解
を示す感受性に支えられた研究・教育の場となるかのどち
らを選ぶかにかかわる問題だからである。

名誉教授（元社会科学研究所）
石 田 雄
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（淡青評論は、学内の職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

良 心 の 府

昨今、地球のあちこちで地震の
活動が活発である。それで、多忙
を極める同僚諸兄の顰蹙を買うこ
とを覚悟して学内の諸雑事を放り
出し、地震の被害調査に出かける
ことになる。出発前にあわただし
く予防注射の“はしご”をこなし、
間に合わない注射は帰国後に受け
る。こうして現地に赴き目にする
被害の多くは、人が営々と造りあげたものに関
わっている。郊外の牧草地では、地表に口を開
けた断層の傍で、牛がのんびり草を食んでいる
のに、人為の加えられた都市部では人々が瓦礫
を掘り起こし、親類、縁者を捜す光景が展開す
る。視覚ばかりでなく、たとえようのない臭い
も加わり、その中で調査を行う者の心境は複雑
である。多くの人が亡くなるという点では斜面
崩壊も悲惨である。自然斜面の崩壊は人為の関
わりが少ない“自然災害”であろうが、しかし
よく見れば斜面の風化を加速する人為が加わっ
ていることも少なくない。それぞれの国や地域
の事情で人が創り上げたシステムの矛盾や弱点
が、このような災害で炙り出される。真水が貴
重で、コンクリートを塩水で練り上げるしかな
い地域もある。竹を鉄筋代わりに用いるところ

もある。旧来の生活に先進的な技術やライフス
タイルが入り込んだことが時に被害の実態を深
刻にしている。本学には多くの留学生が学んで
いる。我々は共通の処方箋としての工学を提供

するが、これをどう咀嚼し、彼の
国でどう活用していくのか、彼ら
の帰国前に一度はひざを交えて議
論してみたいと思う。彼の国の文
化を背景に、新たな技術やライフ
スタイルが社会にどういう形で浸
透し、利便性と同時にどのような
不均衡を引き起こすのか。“最新
の技術”が必ずしも“幸せ”と直

結しないのはなぜか？
最近あわただしいほどに研究・教育の環境が
変化している。政府出資金の大型プロジェクト
は先端的で社会の耳目を集める研究の加速には
貢献しているが、一方で定員削減は研究を支援
する熟練スタッフの減員という形で現れ、教官
ばかりが残るバランスを欠いた状態で、先生方
は組織の運営と委員会に忙しい。熟知している
専門知識や先端技術を、切り売りする“知識”
のレベルでなく、後世に伝える“文化”の観点
から、職員・学生らと語り合い、議論する時間
はこのような時代だからこそ貴重であり、地道
な良心に基づく研究の糧になる。大学は良心の
府たるべきである。だからこそ社会での存在意
義がある。

（生産技術研究所 小長井一男）

［訂正］
学内広報№１２１４（２００１．５．１４）、№１２１５（２００１．５．２３）において一部誤りがありますので訂正してお詫びします。

（誤）紫綬褒章受賞 → （正）紫綬褒章受章

〔次号の原稿締切〕
７月４日（水）午後５時

この「学内広報」の記事を転載・引用する場
合には、事前に広報委員会の了承を得、掲載し
た刊行物若干部を広報委員会までお送りくださ
い。なお、記事についての問い合わせ及び意見
の申し入れは、総務課広報室を通じて行ってく
ださい。

№１２１７ ２００１年６月２７日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒１１３―８６５４東京都文京区本郷７丁目３番１号

東京大学総務課広報室 !（３８１１）３３９３
e―mail kouhou@adm.u―tokyo.ac.jp
ホームページ http:／／www.u―tokyo.ac.jp／index―j.html
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